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定例会の概要

本会議
（9月６日、７日、８日、30日、10月14日、25日）
議会運営委員会
（8月23日、26日、9月29日、10月12日、24日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）
（9月15日、10月14日、19日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）
（８月８日、9月13日、26日、10月13日、19日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）
（9月14日、10月11日、18日、28日）
予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）
（9月12日、10月12日、18日）

予算決算常任委員会（全体会）
（9月26日、30日、10月20日）
予算決算常任委員会（理事会）
（8月26日、9月22日、10月12日、20日）
各派代表者会議
（７月28日、8月10日、19日、23日、26日、
9月29日、10月24日）
議会だより編集委員会
（8月31日、9月30日、11月４日）
意見書調整会議、幹事長会議
（9月28日）
八尾市議会新型コロナウイルス対策会議
（８月10日、19日）

議会活動の記録

令和４年９月定例会は9月６日から10月25日まで開会し、初日から3日間かけて12人の議員が市政全般に
ついて個人質問を行いました。放課後児童室の保育時間を拡大する条例改正案などが提出され、所管の委

員会で審査し、9月 30 日の本会議で全ての議案を可決・承認しました。また、オミクロン株対応ワクチン
接種の実施等に係る補正予算案や人事議案等の追加議案が提出され、可決・同意しました。さらに 10 月
14 日の本会議でエネルギー価格等の物価高騰に伴う支援策のため追加の補正予算案が提出され、所管の委
員会で審査した後、10月 25日の本会議で可決しました。
　また、10月中には、令和３年度決算関連議案について予算決算常任委員会で審査し、10月25日の本会
議で決算関連の全議案を可決・認定しました。　

放課後児童室の保育時間を拡大

▶ 市議会が注目した議案はコレです▶ 市議会が注目した議案はコレです

ピックアップピックアップ １

ピックアップピックアップ ２

　本市職員の定年年齢を段階的に引き上げるため、関係する
条例の一部を改正しました。

　令和５年４月から、放課後児童室における保育時間の延長
や利用区分の新設等を行うため、条例の一部を改正しました。

AQ ＆
ちょこっと

議員からはこんな質疑がでました。

AQ ＆
ちょこっと

議員からはこんな質疑がでました。

詳しくは、
こちらをご覧ください。

・文教常任委員会・分科会の審
査概要（８ページ）
・ホームページの録画映像配信
　　　　　　　

Q

延長保育料の額はどのように決めたのか？

延長保育料はいくらになるのか？

月額払いか実績払いのいずれかを選択する。
月額払い　・「月～土（６日間）」は月額 3,000 円
　　　　　・「月～金（５日間）」は月額 2,500 円
　　　　　・「月～金の内４日間利用」は月額 2,000 円
実績払い　30分につき 150 円。

人件費等の支出と利用者数から計算し、決定した。A

A

Q
映像配信はこちら→

八尾市職員の定年年齢を引上げ

[ 主な改正内容 ]
・基本保育時間　午後５時 → 午後６時
  延長保育時間　午後６時 → 午後７時　それぞれ１時間延長。
・月～金の内、４日間利用の区分を新設する。

60歳

65歳

[ 主な改正内容 ]
・定年年齢を段階的に引き上げ、現行の
60歳から 65歳とする。
・管理職の役職定年制（60歳）を導入
する。

令
和
14
年
度

令
和
６
年
度

令
和
10
年
度

令
和
８
年
度

令
和
12
年
度

64歳
63歳

62歳
61歳

詳しくは、
こちらをご覧ください。

・ホームページの録画映像配信
　　　　　　　

Q

職員の給与はどう変わるのか？

なぜ定年年齢を引き上げるのか？

国の定年年齢の引上げの方針により、地方公務員法の一
部改正と国家公務員の定年年齢の改正に伴って、本市の
関係条例を改正する必要が生じたためである。

当面の間、60歳に達した年度の翌年度以降の給料月額は、
60歳に達した年度の７割水準に設定する。

A

A

Q
映像配信はこちら→

令和３年度の決算審査令和３年度の決算審査
市民の税金 どう使われたかを確認市民の税金 どう使われたかを確認

定年延長のイメージ定年延長のイメージ
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加
齢
性
難
聴
は
生
活
の
質
を
落
と
し
、

鬱
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
な
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

が
必
要
と
考
え
る
。
必
要
な
財
源
は

１
７
０
０
万
円
程
度
と
過
去
に
答
弁
し

て
い
る
が
、
財
源
措
置
し
制
度
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

制
度
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

市
独
自
で
の
実
施
は
財
源
等
を
総
合
的

に
判
断
し
て
厳
し
い
。
国
に
お
い
て
全

国
一
律
の
制
度
と
し
て
実
施
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

土
地
利
用
規
制
法
施
行
に
あ
た
り
住

民
へ
の
説
明
が
な
い
。
注
視
区
域
と

な
っ
た
住
民
の
個
人
情
報
の
提
供
に
市

は
応
じ
る
の
か
。

　

国
が
市
と
住
民
へ
の
説
明
を
行
う
も

の
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
本
市
が

保
有
す
る
情
報
の
提
供
依
頼
は
な
い
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
補
助

制
度
を
進
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

本
市
で
も
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

国
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

個人質問

　
令
和
4
年
3
月
に
本
市
の
地
域
防
災

計
画
が
改
訂
さ
れ
た
が
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
計
画
通
り
市
が
機
能
的
な
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
総
合
的
な
防
災

訓
練
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

令
和
4
年
度
に
災
害
対
策
本
部
設
置

運
営
等
の
訓
練
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

様
々
な
団
体
等
と
防
災
協
定
を
結
ん

で
い
る
が
、
災
害
時
に
機
能
す
る
よ
う

に
実
動
訓
練
を
と
も
に
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

対
象
の
事
業
者
や
地
域
団
体
な
ど
の

都
合
や
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
実
動
型
の
訓
練
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

杉す
ぎ
も
と本　

春は
る
お夫

国
の
制
度
を
待
た
ず

加
齢
性
難
聴
支
援
を

自
由
民
主
党

松ま
つ
だ田　

憲の
り
ゆ
き幸

大
規
模
災
害
に
備
え

防
災
対
策
を
進
め
よ

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
者
計
画
に
基
づ
く
介
護
の
人
材

確
保
施
策
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
関
係
機
関
と
連
携
し
就
職
フ
ェ
ア
の

開
催
や
高
等
学
校
と
の
意
見
交
換
等
を

行
い
介
護
の
人
材
確
保
の
支
援
に
努
め

て
き
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
者
連

絡
協
議
会
等
と
意
見
交
換
等
を
行
う
中

で
、
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

訪
問
介
護
職
員
も
定
期
的
に

P
C
R
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

地
域
に
お
け
る
感
染
動
向
や
他
市
の

実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

五い

お

い
百
井 

真し
ん
じ二

介
護
人
材
確
保
の
施
策

処
遇
改
善
を
求
め
る

　
文
科
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
障
が

い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
と
、
保
護
者
は

次
年
度
に
向
け
て
、
特
別
支
援
学
級
ま

た
は
通
常
学
級
に
在
籍
し
通
級
指
導
を

受
け
る
な
ど
の
選
択
を
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
と
学
校
が
、

し
っ
か
り
と
相
談
し
た
上
で
、
子
ど
も

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
十
分
な
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

身
近
な
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
な
が
ら
多
様
な
就
労
の
機
会
を
創
出

す
る
労
働
者
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
本

市
で
の
対
応
は
ど
う
か
。
　
　
　

　

可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
労
働

者
協
同
組
合
と
い
う
制
度
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
・
府
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

西に
し
か
わ川　

あ
り

特
別
支
援
学
級
の

適
切
な
運
用
に
つ
い
て

AA QQ

QQ AA

QQ AA

QAQA 　
国
道
25
号
大
阪
柏
原
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
、
起
終
点
な
ど
の
計
画
に
進
展
は

あ
っ
た
か
。

　
国
道
25
号
大
阪
柏
原
バ
イ
パ
ス
の
起

終
点
は
、
都
市
計
画
道
路
敷
津
長
吉
線
、

都
市
計
画
道
路
大
阪
柏
原
線（
八
尾
市
）

を
経
由
し
、
柏
原
市
域
を
通
過
し
て
国

道
１
６
５
号
方
面
に
接
続
す
る
ル
ー
ト

で
合
意
に
至
っ
た
。

　

栄
養
教
諭
は
、
学
校
に
お
け
る
食
育

の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
担
う
が
、
本

市
の
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
授
業
の
実
績

と
効
果
は
ど
う
か
。

　

令
和
４
年
度
は
、
栄
養
教
諭
は
13
人

を
配
置
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環

と
し
て
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、
野
菜
を

育
て
調
理
す
る
取
り
組
み
や
、
健
康
的

な
食
事
の
必
要
性
等
、
担
任
と
連
携
し

て
指
導
し
て
い
る
。
効
果
に
つ
い
て
は
、

教
員
の
指
導
方
法
の
充
実
や
児
童
の
食

育
に
対
す
る
意
欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

自
由
民
主
党

畑は
た
な
か中　
一い
っ
せ
い成

計
画
道
路
の
進
捗
と

栄
養
教
諭
に
つ
い
て

　
一
般
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
業

者
が
も
し
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
議

会
へ
の
報
告
は
あ
る
の
か
。

　

委
託
業
者
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
第

三
者
に
損
害
を
賠
償
す
る
場
合
は
、
地

方
自
治
法
第
96
条
の
規
定
に
基
づ
く
議

決
事
件
に
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ご
み
収
集
業
務
に
お
い
て
、
災
害
時

の
対
応
や
排
出
指
導
な
ど
、
市
職
員
の

役
割
は
大
き
い
。
民
間
委
託
で
な
く
、

全
て
の
業
務
を
市
直
営
で
行
う
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　

平
常
時
、
災
害
時
を
問
わ
ず
、
公
民

協
働
の
視
点
で
、
民
間
事
業
者
と
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
市
民
生
活
の
維

持
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

旧
統
一
教
会
や
関
連
団
体
の
行
事
を

市
が
後
援
等
行
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
は
カ
ル
ト
集
団
や
反
社
会
的

団
体
と
関
係
を
持
た
な
い
と
表
明
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

全
部
局
で
後
援
等
を
行
っ
た
事
実
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
行
事
の

後
援
等
を
行
う
場
合
は
、
団
体
の
活
動

等
を
慎
重
に
調
査
し
な
が
ら
判
断
す
る
。

日
本
共
産
党

谷た
に
ざ
わ沢 

千ち

か

こ
賀
子

全
て
の
ご
み
収
集
業
務

市
直
営
で
行
う
べ
き

AA QQ

QAQA

▶

個人質問個人質問
個人質問とは…個人質問とは…

　議員が、広く市政全般のこと
について、市に対して説明を求
めたり、提案したりすることを
いいます。

３３日間 
1212人の

　　んでみようんでみよう読読

税金の
使い道は？

八尾市の課題って
何なの？

市のサービス
何が変わるの？

QA

A Q

その他の質問項目
◦本市の財政について
◦北朝鮮による日本人拉致問題
　及び平和意識の向上について

令和2・3年度はコロナ禍により
総合防災訓練を実施できていない。

その他の質問項目
◦児童相談所設置について
◦児童虐待の未然防止について
◦期日前投票所について

介護人材の確保が課題となってい
る。

※通級指導とは
　通常の学級に在
籍している障がい
の あ る 子 ど も が、
一部の授業につい
て障がいに応じた
特別の指導を受け
ること。
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発
熱
外
来
の
体
制
や
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
抜
本
強
化
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
第
７
波
か
ら
国
民
の
命
を
守
る
た

め
の
緊
急
要
請
を
日
本
共
産
党
が
行
っ

た
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
国
に
お
い
て
様
々
な
対
策
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
国
や
府
の
動
向
を

踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は
、
小
規

模
事
業
者
の
営
業
と
暮
ら
し
に
打
撃
を

与
え
、
事
業
者
数
の
減
少
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
撤
廃
及
び
消
費
税
の
減
税
と

不
公
平
税
制
の
是
正
を
国
に
求
め
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
税
務
署
か
ら
依

頼
を
受
け
、
事
業
者
へ
制
度
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
税
制
の
是
正
に
つ
い
て

は
、
国
会
で
適
切
に
議
論
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。　

個人質問

　
水
道
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
モ
ニ
タ
ー

や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
市
民
意
見
を
受
け

取
っ
て
い
る
が
、
市
民
と
一
緒
に
水
道

事
業
を
作
る
と
い
う
考
え
か
ら
か
。

　

水
道
事
業
が
市
民
の
身
近
に
あ
り
続

け
る
と
い
う
趣
旨
で
行
っ
て
い
る
。

　

市
は
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
に
水
道

事
業
を
統
合
す
る
と
し
て
い
る
。
水
道

に
関
す
る
議
案
は
現
在
、
本
市
の
議
会

で
議
決
を
行
っ
て
い
る
が
、
統
合
後
は

企
業
団
で
の
審
議
と
な
る
。
市
議
会
が

直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
と
考
え

る
。
市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

継
続
的
に
水
道
事
業
を
行
う
こ
と
が

市
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。
様
々
な
声

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
安
心
安
全
の

水
を
市
民
に
届
け
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

大お
お
の野　
義よ
し
の
ぶ信

命
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
の

抜
本
的
な
強
化
を

日
本
共
産
党

田た
な
か中　
裕ゆ
う
こ子

水
道
企
業
団
へ
の
統
合

命
の
水
は
守
れ
る
の
か

　
新
や
お
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
適
正

な
定
員
算
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

何
を
も
っ
て
適
正
と
す
る
の
か
。

　

府
内
中
核
市
と
比
較
し
、
本
市
職
員

数
の
将
来
的
な
目
指
す
べ
き
方
向
性
や

具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
。
単
に
職
員
数
を
減
ら
す
も
の
で

は
な
く
、
職
員
数
の
管
理
目
標
と
し
て

適
正
と
認
識
し
て
い
る
。

　

職
員
数
の
減
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
務
事
業
の

見
直
し
等
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

業
務
に
係
る
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、

新
た
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
創
出
す
る
た
め

着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

学
校
司
書
の
配
置
が
全
国
的
に
進
ん

で
い
る
。
本
市
で
の
司
書
配
置
の
見
解

は
ど
う
か
。

　

司
書
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

適
切
な
配
置
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

大お
お
ぼ
し星 

な
る
み

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

招
か
ぬ
職
員
体
制
を

無
所
属露つ

ゆ
は
ら原　
行ゆ
き
た
か隆

コ
ロ
ナ
収
束
に
向
け
た

学
校
生
活
の
検
討
を

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
で
の
マ
ス

ク
の
着
用
や
黙
食
な
ど
が
い
つ
ま
で
続

く
の
か
疑
問
の
声
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
に
向
け
子
ど
も
た
ち
と
い
か
に

寄
り
添
う
の
か
、
学
校
生
活
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
例

え
ば
、
登
下
校
時
に
は
不
要
と
さ
れ
て

い
る
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

　

登
下
校
時
の
マ
ス
ク
は
不
要
と
し
て

お
り
各
学
校
で
指
導
し
て
い
る
。
暑
さ

対
策
等
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
場
面
、

不
要
な
場
面
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

国
は
学
校
の
部
活
動
を
地
域
や
民
間

に
委
託
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
市

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

本
市
の
子
ど
も
が
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

に
継
続
し
て
親
し
め
る
機
会
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
学
校
の
働
き
方
改
革
が

推
進
さ
れ
教
育
の
質
が
向
上
す
る
と
考

え
て
い
る
。

AA QQ

QQ AA

QQ AA

QA

　

児
童
・
生
徒
が
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
す
る
基
準
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
特
別

支
援
教
育
の
体
制
が
変
わ
る
。
来
年
度

以
降
の
通
級
指
導
教
室
の
利
用
や
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
に
つ
い
て
、

ど
う
手
立
て
す
る
の
か
。

　

通
級
指
導
教
室
は
、
自
校
通
級
を
基

本
と
し
つ
つ
、
他
校
通
級
や
巡
回
指
導

の
活
用
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
支

援
員
は
、
学
び
の
場
の
変
更
等
に
伴
う

配
置
数
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

全
学
校
に
通
級
指
導
教
室
を
設
置
す

る
場
合
、
必
要
な
環
境
整
備
と
人
員
配

置
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
学
習

環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

人
員
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準
に
の
っ

と
り
担
当
教
員
が
配
置
さ
れ
る
。

　

就
学
前
施
設
の
お
む
つ

持
ち
帰
り
廃
止
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

民
間
施
設
で
の
動
向
を

把
握
し
つ
つ
検
討
し
て
い

く
。

個人質問

公
明
党西に

し
だ田　

尚な
お
み美

通
級
に
よ
る
指
導

適
切
な
運
用
を

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
ワ
ン
コ
イ

ン
バ
ス
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
減
免

な
ど
期
限
付
き
で
実
施
し
て
い
る
が
、

ど
れ
も
市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
施

策
で
あ
り
、
引
き
続
き
実
施
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
原

油
価
格
、
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め

の
対
策
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て

い
る
事
業
で
あ
る
た
め
原
則
年
度
内
で

終
了
す
る
。
令
和
５
年
度
以
降
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
な
ど
総
合
的

に
考
え
、
必
要
と
な
る
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。　

　

中
学
校
の
全
員
喫
食
も
進
め
て
い
く

中
で
、
給
食
費
の
無
償
化
が
必
要
と
考

え
る
が
財
政
調
整
基
金
の
状
況
は
。

　

令
和
3
年
度
の
決
算
状
況
で
は
約

74
億
円
の
残
高
と
な
っ
て
い
る
。　

日
本
共
産
党

越お

ち智 

妙た
え
こ子

給
食
費
の
無
償
化

引
き
続
き
実
施
を

QA

QQ AA

▶

その他の質問項目
◦職員数管理目標について
◦産後ドゥーラ導入について

水道料金の基本料金減免
などの事業は新型コロナ
ウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を活用し
実施している。

QA

議会での質問内容は
どんなふうに決めているの？

Question
市議会の
い・ろ・は

QA

全国の小・中学校の
６割以上で学校司書
が配置されている。

QA

QA※大阪広域水道企業団とは
　府内の水道用水供給事業、
水道事業及び工業用水道事
業を行う。府の構想による
府域一水道に向け、協議の
整った市町村水道事業との
経営の一体化と事業統合を
進めている。

その他の質問項目
◦インクルーシブ教育について

市民からの意見 市の施策の勉強 他自治体施策の調査

そうなんだ！
じっくり調査
や準備をして
質問を考えて
いるんだね。

議員は日頃から、市民の皆さまから直接意見を伺ったり、
八尾市や他市の施策を調査しています。それを通して、
課題と感じたことや気づいたことを質問にまとめています。

子育てや学校のこと、高齢者施策、新型コロナ対策、災害など…内容は様々だけど、

どの質問も市民の皆さまの暮らしに
関わることばかり。
今後もわたしたちの質問に
ご注目ください!!

議員一同

さらに、新型コロナウイルス対
応など、タイムリーに市民生活
に関わることを質問に取り上げ
ることもあります。

どれも大切
だよね～

いろんな内容の質問
があるね。
でも、質問する内容っ
て、議員はどうやって
決めているのかな。

なるほど～
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長期優良住宅は劣化対策、耐震性、省エネ
ルギー性などの点で、長期にわたり良好な
状態で使用するための措置が講じられた住
宅で、「長期優良住宅の普及の促進に関する
法律」に基づき認定される。

　

脱
炭
素
社
会
を
実
現
し
て
い
く
中

で
、
既
存
で
あ
っ
て
も
質
の
良
い
住

宅
を
長
く
使
い
続
け
る
こ
と
は
非
常

に
良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
今
回

の
法
改
正
に
よ
り
長
期
優
良
住
宅
の

認
定
が
増
え
る
見
込
み
は
あ
る
か
。　

　

建
築
行
為
が
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、

認
定
の
件
数
が
大
き
く
増
え
る
こ
と

は
見
込
ま
れ
な
い
が
、
長
期
優
良
住

宅
の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
取
得

　
既
存
住
宅
で
も
可
能
と
な
る
背
景
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

既
存
住
宅
の
う
ち
、
認
定
基
準
に

適
合
し
て
い
る
住
宅
は
、
増
改
築
行

為
を
す
る
こ
と
な
く
、
長
期
優
良
住

宅
と
し
て
認
定
す
る
仕
組
み
が
新
た

に
規
定
さ
れ
た
が
、
法
改
正
の
背
景

や
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
る

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

法
律
の
改
正
に
は
既
存
住
宅
の
付

加
価
値
を
高
め
、
安
心
し
て
購
入
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
既
存
住
宅
流

通
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
が
あ

る
。
長
期
優
良
住
宅
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
減
税
や
地
震
保
険
料
の
割
引
、

所
有
権
移
転
に
係
る
登
録
免
許
税
の

軽
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

A Q

QA

委員会で審査した議案
◦�八尾市手数料条例の一部改正の件
分科会で審査した議案
◦�令和４年度八尾市一般会計第11号補正
予算の件（所管分）

委員会で審査した議案
◦�調停案の受諾の専決処分承認の件
◦財産の譲与及び貸付の件
◦八尾市放課後児童室条例の一部改正の
　件
分科会で審査した議案
◦�令和４年度八尾市一般会計第９号補正
予算の件（所管分）�� �その他１件

令和５年４月１日より午後７時まで延長保
育が可能となる。延長保育料は、月額払い
か実績払いのいずれかを選択できる。

　

制
度
改
正
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
広
報
し
て
い
く
の
か
。

　

新
１
年
生
に
つ
い
て
は
12
月
に
就

学
通
知
を
送
付
す
る
時
に
案
内
を
同

封
す
る
。
現
在
利
用
し
て
い
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の
案
内
の
際

に
周
知
し
て
い
く
。

　

保
育
時
間
が
午
後
７
時
ま
で
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
場
の
負
担

増
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

人
員
体
制
に
す
る
の
か
。

　

新
た
に
雇
用
す
る
の
で
は
な
く
、

現
在
の
シ
フ
ト
制
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
指
導
員
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
室
の
制
度
改
正

　
ど
の
よ
う
に
広
報
す
る
の
か
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

放
課
後
児
童
室
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
保
育
時
間
を
午
後
７

時
ま
で
延
長
し
、
ま
た
、
新
た
に
４

日
間
入
室
す
る
場
合
の
利
用
区
分
を

設
け
る
な
ど
、
制
度
を
改
正
す
る
条

例
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正

に
至
っ
た
要
因
は
何
か
。

　

令
和
３
年
度
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
保
護
者
か
ら
の
要
望

や
子
ど
も
の
利
用
実
態
が
的
確
に
把

握
で
き
た
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

制
度
改
正
に
至
っ
た
。

A Q

A Q QA

分科会で審査した議案
◦�令和４年度八尾市一般会計第９号補正
予算の件（所管分）
◦�令和４年度八尾市一般会計第11号補
正予算の件（所管分）

インフルエンザワクチン無償化の対象者数
は約１万8,000人、経費は約7,756万円
を計上し、国からの交付金等を充てる。

委
・ ・ ・

員会 で

委員会で審査した議案
◦美園小学校給食調理場改築等及び旧美
　園幼稚園解体工事の工事請負契約締結　
　の件
◦八尾市職員の定年等に関する条例等の
一部改正等の件　　　　　その他3件

分科会で審査した議案
◦�令和４年度八尾市一般会計第９号補正
予算の件（所管分）�� その他１件

旧八尾図書館は現在解体中であり今年度中
に更地になる予定である。

民
間
の
力
も
借
り
な
が
ら
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
っ

か
り
と
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

美
園
小
学
校
の
給
食
調
理
場
の
改

築
等
と
旧
美
園
幼
稚
園
の
解
体
工
事

を
同
時
に
入
札
し
て
い
る
が
、
異
な

る
業
種
の
工
事
は
別
々
の
発
注
に
な

ら
な
い
の
か
。

　

公
共
工
事
を
発
注
す
る
際
に
、
学

校
施
設
等
が
運
営
し
な
が
ら
改
修
工

事
等
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
教
育
施

設
と
し
て
の
運
営
面
に
お
い
て
、
施

設
内
の
安
全
や
工
期
短
縮
な
ど
総
合

的
に
発
注
す
る
規
模
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
判
断
し
た
。

旧
八
尾
図
書
館
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

　
調
査
の
内
容
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

旧
八
尾
図
書
館
の
跡
地
を
中
長
期

的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
民
の
利
便
性
も
あ
る
場
所
で
あ

り
売
却
は
考
え
て
い
な
い
。
公
共
と

し
て
の
利
用
や
民
間
の
ニ
ー
ズ
も
含

め
て
で
き
る
限
り
有
効
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

跡
地
活
用
に
関
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
課
題

検
討
も
含
め
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
市
の
方
針
を
、
ま
ず
は

出
せ
な
か
っ
た
の
か
。

　

重
要
な
行
政
資
産
で
あ
る
た
め
、

A Q

A Q

　

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。 

　

対
象
者
に
対
し
個
別
に
通
知
す
る
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政

だ
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
も
周

知
を
図
る
。

　

接
種
費
用
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
た
後
に
市
に
申
請
す
る
こ

と
で
返
金
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
方
法
に
な
っ
た
の
か
。

　

医
療
機
関
窓
口
の
事
務
の
煩
雑
さ

や
市
の
準
備
期
間
等
を
勘
案
し
、
よ

り
効
率
的
な
実
施
方
法
を
検
討
し
た

結
果
、
前
述
の
方
法
で
行
う
こ
と
と

し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
無
償
化

　
対
象
者
を
限
定
す
る
理
由
は
？

健
康
福
祉
環
境 

分
科
会

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
自
己
負
担
額
を
無
償
と
す
る
た
め

実
施
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
補
正
予

算
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象

者
を
妊
婦
・
未
就
学
児
・
受
験
生
等

と
限
定
し
て
い
る
理
由
は
。

　

今
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
妊
婦
・
未
就
学
児

に
つ
い
て
は
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
受
験
生
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
学
校
生
活
に
よ
り
、

受
験
の
準
備
が
整
わ
な
い
こ
と
の
な

い
よ
う
支
援
す
る
と
い
う
考
え
か
ら

対
象
と
し
た
。

A Q

QA

議案をしっかり  チェック 詳しく審査

QA

A Q
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※経常収支比率とは
　地方公共団体の財政構造の弾力
性を図る比率のこと。
　人件費・扶助費・公債費等の経
常的経費に、地方税・地方交付税・
地方譲与税を中心とする収入がど
の程度消費されているかを測定す
る。
　この指標の比率が高いほど財政
構造の硬直化が進んでいることを
表す。

　
4
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
改
善
し
て
い

る
が
こ
の
要
因
は
。
ま
た
、
さ
ら
に
改

善
し
て
い
く
見
込
み
な
の
か
。

　
改
善
の
要
因
は
地
方
交
付
税
が
大
幅

に
増
え
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
国
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も

地
方
交
付
税
の
財
源
と
な
る
国
税
の
落

ち
込
み
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

今
後
の
見
通
し
で
は
、
決
算
統
計
の
分

析
の
中
で
、
交
付
税
が
伸
び
て
い
る
こ

と
は
一
つ
の
安
心
材
料
と
考
え
て
い

る
。　

QA 経
常
収
支
比
率
の
改
善

経
常
収
支
比
率
の
改
善

　　 総
務
総
務
分
科
会

分
科
会

　
西
郡
住
宅
14
号
館
か
ら
18
号
館
の
建

て
替
え
に
際
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を

取
り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
と
し
て
1
2
1
0
万
円
の

決
算
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
業
務
内
容
か
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
方
針
や
事
業
契

約
書
等
の
策
定
は
、
非
常
に
専
門
性
が

高
く
、
高
度
な
知
識
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
た
支
援
業

務
を
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
委

託
し
て
い
る
。

QA 市
営
西
郡
住
宅

市
営
西
郡
住
宅

　
　
　
　
整
備
改
善
事
業

　
　
　
　
整
備
改
善
事
業

建
設
産
業

建
設
産
業
分
科
会

分
科
会

　
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
S
S
W
）
の
令
和
３
年
度
の
配

置
実
績
は
。

　
６
中
学
校
区
に
各
１
名
と
、
そ
の
他

の
中
学
校
区
に
派
遣
す
る
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
計
７
名
を
配
置
し
た
。

　

S
S
W
の
保
護
者
へ
の
認
知
が
低

い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

S
S
W
の
さ
ら
な
る
活
用
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
S
S
W
に
よ

る
支
援
に
つ
い
て
、
各
学
校
や
教
育
委

員
会
か
ら
情
報
発
信
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

QA ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

文
教
文
教
分
科
会

分
科
会

　
相
談
支
援
の
連
携
強
化
の
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
設
置
し
た
、
つ
な
げ
る

支
援
室
等
で
行
う
同
事
業
に
つ
い
て
、

実
際
に
支
援
を
行
っ
た
件
数
は
何
件
か
。

ま
た
、
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
延
べ
相
談
件
数
５
０
８
件
、
実
人
数

１
２
８
人
に
対
応
し
た
。
複
合
的
・
複

雑
的
な
ケ
ー
ス
の
課
題
を
整
理
し
、
関

係
機
関
で
連
携
し
て
対
応
し
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

福
祉
相
談
窓
口
以
外
か
ら
も
相
談
が
あ

り
、
支
援
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

QA 多
機
関
連
携

多
機
関
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

健
康
福
祉
環
境

健
康
福
祉
環
境

分
科
会

分
科
会

スクールソーシャルワーカーは、子
どもの悩みや学校でのいじめ、不登
校等に対して、家族や学校の先生、
関係機関と連携を取りながら解決の
ための支援をする。活用を促し、そ
の効果検証を行うべきである。

＜令和３年度 一般会計 決算の概要＞

決
算
額 

約
３
４
１
３
万
３
千
円

決
算
額 

約
７
２
０
万
９
千
円

決
算
額 

約
１
億
３
９
１
４
万
９
千
円

令和３年度の決算審査令和３年度の決算審査

私たちの税金私たちの税金
何何にに使使われたの？われたの？

民生費
661億円
(54.3%)

総務費
105億円
(8.6%)

衛生費
130億円
(10.7%)

公債費
91億円
(7.5%)

教育費
105億円
(8.7%)

土木費
82億円
(6.8%)

消防費
20億円 (1.7%)

その他
20億円 (1.7%)

歳出
1,2191,219 億億5,5885,588 万円万円

国庫支出金
379億円
(30.9%)

地方交付税
146億円
(12.0%)

府支出金
84億円
(6.9%)

市債
82億円
(6.8%)

地方消費税交付金
60億円 (4.9%)

使用料及び手数料
13億円 (1.1%)

その他
77億円 (5.9%)

市税
386億円
(31.5%)

　        歳入
1,2271,227 億億 7,4687,468 万円万円 決算書は

こちら
↓

決算審査って
何ですか？

前年度の予算が適正で効率的
に使われたどうかを確認し、審
査するものです。

市民の皆様の税金の使われ方
を市議会で最後までしっかり確
認するためです。

QQ
AA

AA
どうして審査が
必要なんですか？

QQ

※多機関連携ネットワーク推
進事業とは

　制度や組織に縛られない、国が
示す「断らない相談支援」を実現
するために、介護、障がい、育児、
生活困窮などの複雑化・複合化し
た課題を抱えた世帯を関係機関で
連携して支える仕組みづくりを行
う事業。

※ PFI とは
　公共施設等の建設、維持管理、
運営等を民間の資金、経営能力及
び技術的能力を活用して行う新し
い手法のこと。

QA

 

令
和
２
年
度
１
０
０・６
％

➡ 

令
和
３
年
度
96
・
６
％
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1T

opic

議員研修会を実施議員研修会を実施

議会防災訓練を行いました議会防災訓練を行いました

　大規模な地震が発生したことを想定し、全議員がメー
ルで安否の確認を行い、市議会災害対策会議を設置す
る訓練を行いました。
　市議会として災害発生時に迅速かつ適切な対応がで
きるよう今後も備えてまいります。

2T
opic

\ 会議以外にも こんなこともしています /\ 会議以外にも こんなこともしています /

市議会の取り組み市議会の取り組み
　　　紹介します　　　紹介します
市議会の取り組み
　　　紹介します

インターンシップ生を受け入れましたインターンシップ生を受け入れました

To
pic

3

　大阪経済法科大学の学生をインターンシップ生とし
て受け入れ、約２週間、９月定例会の議会運営や市議
会事務局の業務を経験いただきました。
　八尾市議会では同大学と地域連携の覚書を締結し、
インターンシップ生の受入れや大学の授業への協力、
学生と議員との交流行事など、大学と連携した取り組
みを行っています。
　学生や若い世代の市議会・政治への関心を高めるた
め、連携を生かし、様々な取り組みを進めていきます。

　市議会では、定例会・臨時会で議案を
審議することだけではなく、議員の能力
向上や議会の活性化のために、様々な取
り組みを行っています。
　今回はそんな市議会のいろいろな取り
組みを紹介します。

【インターンシップ生からの感想】
　市役所の仕事を経験し、市をよりよいものにするた
めに市民の皆様のことを考えて仕事をするという実感
を得ることができました。

「議員のコンプライアンス」「議員のコンプライアンス」
「個人情報保護制度」「個人情報保護制度」

　議員の研鑽を積むため、定期的に議員研修会を実施
しています。
　「議員のコンプライアンス」は、弁護士の太田雅幸氏
を講師に招き、政治分野での男女共同参画やハラスメ
ントについて、事例等を踏まえて講演いただきました。
　「個人情報保護制度」は、近畿大学法学部教授林晃大
氏を講師に招き、個人情報保護制度の経緯や、議会の
個人情報条例策定について、ご教授いただきました。

市議会災害対策会議の設置を想定し、
議員が議会会議室に参集した。

災害時にはセコムの安否確認サー
ビスを利用し、全議員がメールで
安否を報告する。

熱心に研修を受講し、見識を深めました。講師への質問も積極的に行われました。インターンシップ生の受入れは2013年より開
始しました。

議場や議会フロアの設備の確認する
訓練を行った。

テーマテーマ
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令和４年 9 月定例会令和４年 9 月定例会　　本会議議決結果本会議議決結果
○賛成　×反対　－退場

全会一致の議案等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

調停案の受諾の専決処分承認の件 承認 八尾市立小学校等教員用パソコン買入れの件 可決

令和３年度八尾市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の件 可決 令和４年度八尾市一般会計第10号補正予算の件［賛成１］ 可決

令和３年度八尾市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
の件 可決 八尾市公平委員会委員を選任するについて同意を求める件

（野本康憲氏） 同意

財産の譲与及び貸付の件［賛成１］ 可決 令和４年度八尾市一般会計第11号補正予算の件［賛成１］ 可決

八尾市議会議員及び八尾市長の選挙における選挙運動用自動車
の使用及びポスターの作成の公営に関する条例及び八尾市議会
議員及び八尾市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営
に関する条例の一部改正の件

可決
令和３年度八尾市財産区特別会計歳入歳出決算認定の件 認定

令和３年度八尾市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定の件 認定

八尾市職員の定年等に関する条例等の一部改正等の件［賛成１］ 可決 令和３年度八尾市病院事業会計決算認定の件［認定１］ 認定

八尾市職員の育児休業等に関する条例の一部改正の件［賛成１］ 可決 令和３年度八尾市公共下水道事業会計決算認定の件 認定

八尾市手数料条例の一部改正の例 可決 環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施
設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書提出の件 可決

八尾市放課後児童室条例の一部改正の件［賛成１］ 可決 ギャンブル等依存症問題に関する対策強化を求める意見書提出
の件 可決

令和４年度八尾市一般会計第９号補正予算の件［賛成１］ 可決 八尾市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正の件 可決

4T

opic

水道事業の広域化に対し報告書を提出水道事業の広域化に対し報告書を提出
　本市では、大阪広域水道企業団への水道事業の統合
に向けた検討が進められています。
　市議会は、建設産業常任委員会の所管事務調査で、
この件について調査を行いました。同企業団に統合さ
れる場合の本市への効果や影響等について、市より説
明を受けました。
　その後、委員から出た意見等を取りまとめ報告書を
作成し、市に提出するとともに、統合素案に意見等を
反映するよう求めました。
　今後、市と同企業団で取りまとめられる統合案の検
討状況について、市議会では引き続き、同委員会で調
査してまいります。

報告書の全文は
ホームページに
掲載しています

９月30日の本会議で、
建設産業常任委員長か
ら調査内容を報告。
その後、市議会として
報告書を市に提出した。

建設産業常任委員会で調査を実施。市からの説
明等を受け、市議会としての対応を検討した。

↓

賛否が分かれた議案等

件 名

［　　］は討論件数

議決�
結果

大阪維新
の会 公明党 日本共産党 自由民主党 八尾の未来

を紡ぐ会 新声 会派に所属
しない議員

稲森　洋樹
鑄方　淳治
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
阪本　忠明
奥田　信宏

南方　　武
前園　正昭
五百井真二
土井田隆行
重松恵美子
西田　尚美

大野　義信
田中　裕子
谷沢千賀子
越智　妙子
杉本　春夫

松田　憲幸
畑中　一成
田中　久夫

吉村　拓哉
西川　あり
大星なるみ

山中　　宏
竹田　孝吏

露原　行隆

美園小学校給食調理場改築等及び旧美園幼稚園解体
工事の工事請負契約締結の件 可決 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市一般会計歳入歳出決算認定の件
［認定3�不認定1］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定の件［不認定１］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定の件［不認定１］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算認定の件［不認定１］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市母子父子寡婦福祉資金貸付金特
別会計歳入歳出決算認定の件［不認定１］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和３年度八尾市水道事業会計決算認定の件
［不認定１］ 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

◆奥田信宏議員は議長のため採決に加わらない。

環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向け
た学校施設のＺ

ゼ ブ
ＥＢ化のさらなる推進を求める意見書

　カーボンニュートラルの達成及び環境教
育の推進を行うために、技術面（学校施設の
ＺＥＢ化に関する先導的なモデルの構築及び
その横展開等）及び財政面（学校施設整備
に対する国庫補助）のさらなる推進を求める
もの。

市の権限だけでは実現できないことについて、市議会が国や都道府県に意
見や希望を提出する文書のことです。関係各大臣及び国会に提出しました。意見書 意見書 

ギャンブル等依存症問題に関する対策強化を求める
意見書
　ギャンブル等依存症問題は、日本社会全
体の深刻な問題でもあると捉え、より一層、
その対策や規制を強化し、関係機関への支
援を充実させるべきであると考えることから、
ギャンブル等依存症問題に関する対策強化
を求めるもの。

5T

opic

長期欠席した議員の報酬を減額する条例改正長期欠席した議員の報酬を減額する条例改正

　議会改革の取り組みとして各派代表者会議で協議し
てきた、議員が正当な理由なく長期欠席した場合に報
酬の減額を行う条例改正を議員提案で提出し、本会議
にて全会一致で可決しました。

詳細な議案の内容
はホームページに
掲載しています
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八尾市議会ホームページへ➡ 
議会の映像配信・会議録でもっと詳しく!
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編 

集 

後 

記

寒
さ
も
本
格
的
に
な
り
、
秋
も
深

ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
表
紙

で
は
「
読
書
の
秋
」
に
ち
な
み
、
市
立

龍
華
図
書
館
で
撮
影
し
ま
し
た
。
議
会

の
印
象
や
ご
意
見
を
伺
い
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
も
下

記
の
宛
先
ま
で
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
）

◎ 

吉
村 

拓
哉 

○ 

松
田 

憲
幸

山
中 

宏
　
前
園 

正
昭
　
西
川 

あ
り
　

坂
本 

尚
之
　
谷
沢 

千
賀
子

八尾市議会 SNS

Facebook
@yao.shigikai

Twitter
@yao_shigikai

議会の映像配信

会議後、約１週
間程度で録画
配信します。

子
育
て
世
代
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
★

子
育
て
世
代
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
★

  

「
八
尾
の
子
育
て

「
八
尾
の
子
育
て  

ど
う
で
す
か
？
」

ど
う
で
す
か
？
」

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
、

コ
ミ
セ
ン
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
に
よ
く

行
っ
て
い
て
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
|
八
尾
市
の
子
育
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
|
図
書
館
は
よ
く
利
用
し
ま
す
か
？

　
利
用
し
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が
本
を
読

む
ブ
ー
ム
の
時
に
。
は
た
ら
く
く
る
ま
シ

リ
ー
ズ
は
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

　
雨
の
日
に
ア
リ
オ
に
よ
く
い
き
ま
す
。

屋
内
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
と
こ
ろ
が
で

き
た
の
で
便
利
で
す
。

|
八
尾
市
内
の
よ
く
行
く
場
所
は
あ
り
ま

す
か
？

|
八
尾
市
に
「
も
っ
と
○
○
し
て
ほ
し

い
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
大
き
な
広
場
と
か
、
子
ど
も
が
走
れ
る

と
こ
ろ
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
な
と
マ
マ

友
と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。
水
遊
び
が
で

き
て
噴
水
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。1 2

月
定
例
会
の
予
定

【
11
月
】

29
日（
火
）
本
会
議（
議
案
説
明・個
人
質
問
）

30
日（
水
）
本
会
議（
予
備
日
）

【
12
月
】

１
日（
木
）
本
議
会（
予
備
日
）

５
日（
月
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

6
日（
火
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

7
日（
水
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

８
日（
木
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

14
日（
水
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

19
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

20
日（
火
）
本
会
議（
議
案
採
決
）

　
市
議
会
だ
よ
り
は
、
以
前
に
表
紙
写
真

の
募
集
企
画
を
し
て
い
た
時
か
ら
少
し
見

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
議
会
は
詳
し

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
の
こ
と
を
考
え

る
会
議
を
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

|
八
尾
市
議
会
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

（
撮
影
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

各ページの縦帯の柄は八尾市の伝統文化である河内木綿の「二様菊花唐草文」の図柄をモチーフにしています。

や
お
市
議
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